
国際惑星地球年に関する共同声明
国連教育科学文化機関*1（ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ丸ゴ Pro W4" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(ユネスコ),UNESCO)）事務局長と国際地質科学連合*2（ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ丸ゴ Pro W4" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(アイユージーエス),IUGS)）会長はここに，
国連総会で2008年が国際惑星地球年として決議され，
ユネスコがIUGSと共に，国際惑星地球年の期間，科学教育活動を行う主導的機関として指名されたことを宣言し，
さらに，

ミレニアム開発目標*3を成就し，国連・持続可能な開発のための教育の十年*4の目標達成に，国際惑星地球年は多大な貢献をするだろうことを力説し，
ユネスコがIUGSと手を携え，殊に両者の国際地球科学プログラム*5（IGCP）による地球科学活動全般の国際協調の場で，またとない協力の機会を全世界の地球科学者に提供できるよう検討する。
この国際年における活動の遂行には産業界，国際的な機関や財団による財政支援が不可欠だと確信する両者はまた，
この数十年間*6で，地球におけるさまざまな現象の解明に地球科学は大きな進歩を遂げており，社会はこの知識を利用して万人にとって健やかで安全，かつ豊かな世界をつくりあげねばらないと考えており，
期間中，教育，アウトリーチ，研究に等しく力を入れようとする国際惑星地球年には，「社会のための地球科学」というサブタイトルがふさわしいという認識を共にしている。そして，

　１．地球科学界をして，国際惑星地球年を十分に活用し，地球が今後直面するであろう危機に対し満足のゆく答を見いだし，地球の資源を持続的に利用することで社会が恩恵をこうむることができるよう促し，

　２．さまざまな宇宙科学機関（政府間，国際，国立，民間）の観測システム*7を国際年活動支援のために利用できるよう依頼するとともに，

　３．産業界，国際機関や財団に対し，国際年活動に参加・支援し，われらが日々必要とし世界の社会経済の基盤である唯一の資源，地球に対する関心や認識を高めるよう要請する。
	...署名...

松浦　晃一郎　（まつうら　こういちろう）
国連教育科学文化機関（UNESCO）事務局長
	...署名...
張　宏仁　（ジャン　ホンジェン）
国際地質科学連合（IUGS）会長


*1　国連教育科学文化機関（UNESCO: United Nations Educational, Scientific and Cultural Organisation）：

　国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）は、諸国民の教育、科学、文化の協力と交流を通じて国際平和と人類の福祉の促進することを目的とした国際連合の専門機関であり，本部はフランスのパリにある。日本では日本ユネスコ国内委員会が対応している。
　...　http://www.mext.go.jp/unesco/　より
*2　国際地質科学連合（IUGS: International Union of Geological Sciences）：

　1961年創立の地質科学の世界的な学術団体で、ICSU（International Council of Sciences：国際科学会議）のメンバーの一つである。現在117ケ国の科学団体が加盟しており，日本では日本学術会議が対応している。その窓口は学術会議地球惑星科学委員会（委員長　入倉　孝一郎）国際対応分科会（委員長　河野　長）IUGS小委員会（委員長　松本　良）である。国際地質科学連合の目的は地球に関する地質科学の振興、調整、普及をはかることで、その活動の代表的なものにユネスコとの共同計画である国際地球科学計画*5IGCPがある．

*3　ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals: MDGs）：

　2000年9月ニューヨークで開催された国連ミレニアム・サミットに参加した147の国家元首を含む189の加盟国代表は、21世紀の国際社会の目標として国連ミレニアム宣言を採択しました。このミレニアム宣言は、平和と安全、開発と貧困、環境、人権とグッドガバナンス（良い統治）、アフリカの特別なニーズなどを課題として掲げ、21世紀の国連の役割に関する明確な方向性を提示しました。そして、この国連ミレニアム宣言と1990年代に開催された主要な国際会議やサミットで採択された国際開発目標を統合し、一つの共通の枠組みとしてまとめられたものがミレニアム開発目標（Millennium Development Goals: MDGs）です。

　...　http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs.html　より

*4　国連・持続可能な開発のための教育の十年（United Nations Decade of Education for Sustainable Development: UNDESD）：

　ヨハネスブルグ・サミット実施計画の交渉過程で、国内NGOの提言を受け、我が国が提案し、各国政府や国際機関の賛同を得て実施計画文書に「2005年から始まる『持続可能な開発のための教育の10年』の採択の検討を国連総会に勧告する」旨の記述が盛り込まれることとなった。これを受け、我が国より、第57回国連総会に「持続可能な開発のための教育の10年」に関する決議案を提出。我が国の働きかけにより、先進国と途上国の双方を含む47ヶ国が共同提案国となり、満場一致で採択された。

　その目的は，アジェンダ21、国連ミレニアム開発目標及びヨハネスブルグ・サミット実施計画を踏まえ、「持続可能な開発」を進めていくためには、あらゆる国・地域において官民がこぞって取組を行う必要があり、これを促進していくためには基礎教育、高等教育、教員教育、環境教育等を充実させ、市民の啓発活動を粘り強く展開していくことが必要であるという認識に立って、国連において、2005年から2014年までを「国連持続可能な開発のための教育の10年」とし、その下で各国政府、国際機関、NGO、団体、企業等あらゆる主体間での連携を図りながら、教育・啓発活動を推進することにある。

　...　http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/edu_10/10years_gai.html　より
*5　国際地球科学プログラム（IGCP: International Geoscience Programme）：
　地質学的諸問題の研究に国際的協力を促進し、それによって人類の生活場所であり、また鉱物およびエネルギー資源の根源でもある地球を賢明に利用することを助長しようとするもので、この目的達成のため、地球上の地域やイベントの対比（Correlation）の研究を通じて１）人類の生活環境向上を目指し、地球環境を制御する諸要因の解明、２）エネルギー・水・鉱物資源を見出し利用する効果的方法手段の開発、３）地質学的過程に関する知見の増大、４）地質学の研究方法や技術の向上、などを追求することにある。近年では特に地球環境を視野に入れ、地質学を通じて社会に貢献することに力点を置くことが要請されている。このようにIGCPは地質学、地球物理学、地球化学など地球に関するあらゆる専門分野を含む学際的なもので、海洋科学、気圏・水圏科学、生物科学のような地球科学との境界領域の積極的な開拓もその使命である。 
　...　http://www.gsj.jp/Intl/about/igcp/index.htm　より

*6　この数十年間：

　2007年は，国際地球観測年（IGY: International Geophysical Year）1957-1958より50年。これを記念して，国際惑星地球年のほか，

　国際太陽系観測年（IHY: Internatioal Heliophysical Year 2007）

　国際デジタル地球年（eGY: Electronic Geophysical Year 2007-2008）

　国際極年（IPY: International Polar Year 2007-2008）

が開催される。

*7　宇宙科学機関（政府間，国際，国立，民間）の観測システム：

　2003年のG8サミットで地球観測に関する国際協力の強化が認識された。このために地球観測サミットが開催され，2005年の第3回地球観測サミットにおいてGEOSS（Global Earth Observation System of Systems：全球地球観測システム）10年実施計画が承認された。この計画は、既存の観測システムの維持・充実とともに、不足を補う新規の観測システムやセンサを開発して、衛星観測と現場観測を統合した地球観測システムを国際協力に基づき構築し、利用者のニーズに対応した観測を実施しようとするものです。

　...　http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/chikyu/002/06041411.htm　ほかより
Joint Statement

Concerning the International Year of Planet Earth

The Director-General of the United Nations Educational, Scientific and Cultural Organisation (UNESCO) and the President of the International Union of Geological Sciences (IUGS),

are pleased to announce the decision of the General Assembly of the United Nations to declare 2008 as the United Nations Year of Planet Earth,

and the designation by the United Nations of UNESCO as the lead agency, in collaboration with IUGS, in the implementation of the science and education activities during the International Year of Planet Earth.

They further,

Emphasize the great potential contribution of the International Year of Planet Earth to fulfil the Millennium Development Goals and to achieve the objectives of the UN Decade of Education for Sustainable Development, and

Consider that UNESCO, in successful partnership with IUGS in the international coordination of geoscience activities in general and particulaly through their joint International Geoscience Program (IGCP), provide excellent opportunities for cooperation between geoscientists worldwide.

Convinced that financial contributions from industries, international organizations and foundations are crucial in the implementation of the activities during the International Year, they,

Recognize that geosciences have made important progress in understanding the Earth processes over the past decades and that society should apply this knowledge for achieving a healthier, safer and more prosperous world for all,

Share the view that <<Earth Science for Society>> is an appropriate subtitle for the International Year of Planet Earth, as it highlights the equal importance of education, outrearch and research activities during the International Year, and

   1. Encourage the geoscience community to take advantage of the International Year of Planet Earth to find satisfactory answers to future dangers faced by the Earth and to let society benefit from the opportunities provided by a sustainable use of Earth's resources;

   2. Invite intergovernmental, international, national and private space science organizations to make their observation systems available to support this initiative;

   3. Encourage industries, international organizations and foundations to join and support this initiative to raise awareness and appreciation of the Earth sa the ultimate resource for our everyday needs and the foundation of global society and economy.

	...signature...

Koichiro Matsuura

Director-General of the United Nations Educational, Scientific and Cultural Organisation (UNESCO) 
	...signature...

Prof. Zhang Hongren

President of the International Union of Geological Sciences (IUGS)



